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 使用製品：Geo Engineer’s Studio 

推進管立坑近接施工影響検討 
－鉄道軌道に近接して掘削する立坑施工影響解析－ 株式会社 エスケイエンジニアリング 

概 要 

既設鉄道の直下を横断するように推進管を通すための発進立坑を計画した。掘削幅は 8.0m、掘削深さは

7.5m、奥行き幅 5.6m の大きさとし鋼矢板Ⅳ型で土留めを行い、奥行き方向に２段切梁、掘削幅方向に 2

段で H400, H500 の 2 本組の腹起しを計画した。掘削中心から軌道面まで 20.46m の距離があり、立坑掘

削時に影響が懸念された。本対象は地盤改良を掘削領域周囲に施したモデルとし、土留め、腹起しで剛な仮

設工が施されているため、梁部材の剛性を奥行き幅１ｍに換算し 2 次元ＦＥＭ解析を実施した。 

 

モデル図 

解析条件 

土質条件：地表面から約４m 深まで軟弱な粘性土(ac)、11m まで緩い砂層(as)であり、全モデルは線形弾性 

荷重条件：鉄道は複線で軸重 138.47kN 

土留め工：鋼矢板Ⅳ型、腹起し上段 H400×２本、下段 H500×２本 

地盤改良：一軸圧縮強度 qu=140kN/m2 、E50＝14MN/m2 

解 析 ：１.初期応力解析、２.地盤改良＋鋼矢板、３.一次掘削、４上段腹起し、５.二次掘削、６.下段腹起 

し、７.三次掘削で構成される７段階のマルチステージ解析とした。 

 

 

 

 

 

検討結果 

■軌道面における地盤変位量は、水平で 4.41mm、鉛直で 1.01mm の結果であり、いずれも許容変位量と

して施主所定の基準 5.0mm 以内である。 

■掘削領域が比較的狭いため、地盤改良に加えて土留め、腹起しなどの仮設構造物によって地盤の変形を抑

制できた。腹起しは、紙面手前側と奥行き側に配置されており、2 次元の平面モデルでは奥行き１ｍ当たり

に換算して剛性を考慮した。 

■本業務では、地盤改良、土留め、一次掘削、上段腹起し、二次掘削、下段腹起し、三次掘削のマルチステ

ージ解析を実施したが、施工段階に合わせて変位量を追跡できるため、計測管理にも適用して各段階で逆解

析をするのも情報化施工として有効と思われる。 

考 察 

▲最終段階における地盤変形(左：水平方向、右：鉛直方向) 

 

▲マルチステージ解析 

初期応力解析     →      地盤改良＋鋼矢板    →      一次掘削   

上段腹起し      →        二次掘削       →      下段腹起し 

三次掘削        掘削 

地盤改良 

鋼矢板Ⅳ型 

鉄道軌道敷 発進立坑 

到達立坑 

 

 梁の 2 次元モデル 

腹起し剛性を手前側

と奥行き側の合算

し、奥行き幅で割っ

て換算した。 

 
 

 

δX=4.41mm < 5.0mm OK δY=1.01mm < 5.0mm OK 

file://///192.168.0.35/f3d-data/15_デザインカンファランス資料/2021年/第8回NaRDA/20211026_ノミネート作品審査会/211020_九州電力(株)

